





















当日の演題は「The History of Manchester-






































































































（the Sermon on the Mount）でした。そ
こでは，親切心と愛を大切に生きることが強
調されており，Thy kingdom come， on









（When Jesus said we should love our ene-





獄や課税（ jailing or taxation）というよう
な形式で苦しめられました。彼らの対応の仕
方は，祖先たちと同様でした。改宗するより








































































































































































































































































（The Place of the Brethren Colleges in






























most is not new technology but a spiritual-
ity that speaks to lifes purpose，and edu-
cation that nourishes the soul for peace-






































「平和学概論」（Introduction to Peace Stud-
ies）
「国際関係論」（International Relations）
















and Intergroup Conflict Resolution）
３．平和のための哲学的・宗教的な基盤



























































































































































































































































































































































なのです（Never doubt that a small group
of thoughtful, committed citizens can
change the world; indeed, its the only

































































































































Humanity）」，「ア メ リ・コ ー プ（Ameri-
Corps）」，「クロップ（CROP）」，「ラテン・
アメリカにおける平和の証言（Witness for




















団（dedicated faculty who are committed
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しています。「神様，どうか私をあなたの平
和の道具として下さい」，と。平和への道は
ないのです。平和そのものが道なのです。
〔追記〕
本翻訳は，北星学園大学特定研究費（プロジェ
クト研究）「平和学プログラムの高度化に関する
調査研究」（研究代表者：萱野智篤経済学部教授）
の研究成果の一部である。なお，本校脱稿日
（２０１０年１１月４日）の前日に，ケネス・ブラウ
ン先生が亡くなられたという一報を米国から受
けました。ここに心より追悼の意を表したいと
思います。
「マンチェスター大学の平和学プログラムの歴史～過去，現在そして未来」
― 117 ―
